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今後５年間の教育政策の目標と主な施策群
（ロジックモデル）

平成２９年９月



１．夢と自信を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する

夢と自信を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力の育成

＜主として初等中等教育段階＞

確
か
な
学
力
の
育
成

幼
児
期
に
お
け
る
教
育
の
質
の
向
上

新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施
等

高
等
学
校
教
育
改
革
の
推
進

全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
の
実
施
・分
析

道
徳
教
育
の
推
進

子
供
た
ち
の
自
己
肯
定
感
の
育
成

青
少
年
の
健
全
育
成

伝
統
や
文
化
等
に
関
す
る
教
育
の
推
進
＊

い
じ
め
等
へ
の
対
応
の
徹
底
、
人
権
教
育
の

推
進

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
（Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

の
推
進
＊

学
校
や
地
域
に
お
け
る
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
の

機
会
の
充
実
＊

学
校
保
健
・学
校
給
食
、
食
育
の
充
実
等
＊

豊
か
な
心
の
育
成

健
や
か
な
体
の
育
成

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
者

へ
の
教
育
機
会
の
提
供

（
後
掲
）
＊

基本的な方針

今後５年間の教育政策の目標

主な施策群

＊
は
複
数
項
目
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

1

学
校
段
階
間
の
連
携
の
推
進

体
験
活
動
や
読
書
活
動
の
充
実
＊

子
供
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け

た
支
援
＊

※指標等については、現時点での候補であり、
引き続き精査・検討が必要。

（測定指標候補）
・知識・技能、思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力・
人間性等の資質・能力の調和がとれた個人を育成し、OECD  
のPISA調査等の各種国際調査を通じて世界トップレベルを維持
（参考指標候補）
・学校における学習指導の改善の状況 （習得・活用及び探究の

学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫を行っている学校
の割合等）

・OECDのPISA調査における習熟度レベル５以上（上位層）及び
レベル２未満（下位層）の割合

（測定指標候補）
・自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合の改善
・いじめの認知件数に占める、いじめの解消しているものの
割合の改善
（参考指標候補）
・今の自分が好きだと思う小・中・高校生の割合
・人の役に立つ人間になりたいと思う児童生徒の割合
・児童生徒1,000人当たりのいじめの認知件数の都道府県
格差の倍率

（測定指標候補）
・子供の体力水準を平成33年度までに昭和60年頃の水準

まで引き上げる
・朝食を欠食する児童生徒の割合の改善
・毎日、同じくらいの時刻に寝ている、毎日、同じくらいの

時刻に起きている児童生徒の割合の改善
・むし歯（う歯）の者のうち処置完了者の割合の改善
（参考指標候補）
・児童生徒（10～14歳）の睡眠時間
・肥満傾向時の出現率
・痩身傾向児の出現率

主
権
者
教
育
の
推
進

子
供
た
ち
の
基
礎
的
・基
本

的
な
知
識
・技
能
と
思
考

力
・判
断
力
・表
現
力
等
、

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
を
育
成
す
る
。

子
供
た
ち
の
豊
か
な
情
操

や
道
徳
心
を
培
い
、
正
義

感
、
責
任
感
、
規
範
意
識
、

自
他
の
生
命
の
尊
重
、
自

己
肯
定
感
、
他
者
へ
の
思
い

や
り
、
人
間
関
係
を
築
く

力
、
社
会
性
、
個
人
の
価

値
を
尊
重
し
、
男
女
の
平

等
を
重
ん
じ
る
態
度
、
公

共
の
精
神
に
基
づ
き
、
主

体
的
に
社
会
の
形
成
に
参

画
し
、
そ
の
発
展
に
寄
与

す
る
態
度
、
自
然
を
大
切

に
し
、
環
境
の
保
全
に
寄

与
す
る
態
度
、
前
向
き
に

挑
戦
し
や
り
遂
げ
る
力
な

ど
を
養
う
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
た
く
ま
し

く
生
き
る
た
め
に
必
要
な

健
康
や
体
力
を
育
成
す
る
。

環
境
教
育
の
推
進

災
害
か
ら
の
復
興
等
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
教
育
の
推
進
（後
掲
）＊

災
害
か
ら
の
復
興
等
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
教
育
の
推
進
＊



１．夢と自信を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する

夢と自信を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力の育成

基本的な方針

今後５年間の教育政策の目標

主な施策群

＜主として高等教育段階＞

問
題
発
見
・
解
決
能
力

の
修
得

教
員
・学
生
の
流
動
性
の
向
上

学
生
の
学
び
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
基

盤
整
備

教
育
の
質
向
上
と
効
果
的
な
運
営
の
た
め
の

高
等
教
育
機
関
間
の
連
携
強
化

学
生
本
位
の
視
点
に
立
っ
た
教
育
の
実
現

高
大
接
続
改
革
の
着
実
な
推
進

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
（Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

の
推
進
（再
掲
）＊

＜生涯の各段階＞

社
会
的
・
職
業
的
自
立

に
向
け
た
能
力
・
態
度

の
育
成

関
係
省
庁
が
連
携
し
た
社
会
へ
の
接
続
支
援

各
学
校
段
階
に
お
け
る
産
業
界
と
も
連
携
し

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
・職
業
教
育
の
推
進

高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
実
践
的
な
職
業

教
育
の
推
進
＊

家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向

上
、
学
校
と
の
連
携
・協
働

の
推
進

家
庭
の
教
育
力
の
向
上

地
域
の
教
育
力
の
向
上
、
学
校
と
の
連
携
・

協
働
の
推
進
＊

＊
は
複
数
項
目
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

2

（測定指標候補）
・授業の予習・復習時間の充実等、学生の学修に対する取組・

態度の改善
・大学における授業が学生の能力形成に役に立ったかについ

ての肯定的な評価の増加
・大学の授業が学生の能動的な学修（アクティブ・ラーニング）

を促す形態（少人数クラス、演習・ゼミ形式等）になっている
割合の増加

・学生の問題発見・解決能力の育成につながる機会の増加
（TAを配置する大学の割合の増加）
（参考指標候補）
・個別大学入学者選抜における記述式問題及び英語の４技能

試験を実施している大学の状況

（測定指標候補）
・中学校、高等学校、大学、短期大学、高等専門学校、

専修学校における職場体験・インターンシップの
実施率の維持・向上

・大学・短期大学におけるキャリア教育の実施状況の
維持

・企業等と連携して実施する企業の課題解決や製品
開発等を題材とした授業科目を開設している高等専門
学校、専修学校等の割合の維持・改善

（参考指標候補）
・将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合

（測定指標候補）
・地域において子育ての悩みや不安を相談できる人が

いる保護者の割合の改善
・家の人と学校での出来事について話をしている児童生徒

の割合の改善
・朝食を欠食する児童生徒の割合の改善
・朝食または夕食を家族と一緒に食べる回数の増加
・地域の行事に参加している児童生徒の割合の改善
・保護者や地域の人の学校支援ボランティア活動が学校の

教育水準の向上に効果があると思う学校の割合の改善
（参考指標候補）
・地域の子供たちの教育に関わる地域住民が多いと感じて

いる保護者の割合

※指標等については、現時点での候補であり、
引き続き精査・検討が必要。

学
生
に
幅
広
い
知
識
と

教
養
、
主
体
的
に
変
化

に
対
応
し
つ
つ
学
ん
だ

知
識
・技
能
を
実
践
・

応
用
す
る
力
、
さ
ら
に

は
自
ら
問
題
の
発
見
・

解
決
に
取
り
組
む
力
を

育
成
す
る
。

自
主
及
び
自
律
の
精
神

を
養
う
と
と
も
に
、
職

業
及
び
生
活
と
の
関
連

を
重
視
し
、
勤
労
を
重

ん
ず
る
態
度
を
養
い
、

社
会
的
・職
業
的
自
立

の
基
盤
と
な
る
基
礎

的
・汎
用
的
能
力
を
育

成
す
る
。

多
様
化
す
る
家
庭
環

境
に
対
し
、
地
域
全
体

で
家
庭
教
育
を
支
え
る
。

ま
た
、
地
域
社
会
と
の

様
々
な
か
か
わ
り
を
通

じ
て
、
子
供
た
ち
が
安

心
し
て
活
動
で
き
る
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必

要
な
力
や
、
地
域
へ
の

愛
着
や
誇
り
を
子
供
た

ち
に
育
成
す
る
。
さ
ら

に
、
家
庭
や
地
域
と
学

校
と
の
連
携
・協
働
を

推
進
す
る
。



２．社会の持続的な発展を牽引するための多様な力を育成する

基本的な方針

社会の持続的な発展を牽引するための多様な力の育成

今後５年間の教育政策の目標

主な施策群

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人

材
の
育
成

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す

る
人
材
の
育
成

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
等
多
様
な

分
野
の
人
材
の
育
成

英
語
を
は
じ
め
と
し
た
外
国
語
教
育
の
強
化

＊ 外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
環
境
の
整
備
＊

海
外
で
学
ぶ
子
供
や
帰
国
児
童
生
徒
、
外
国

人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
推
進
（後
掲
）＊

国
際
化
に
向
け
た
先
進
的
な
取
組
を
行
う

高
校
・高
専
・大
学
等
へ
の
支
援
＊

日
本
人
生
徒
・学
生
の
海
外
留
学
支
援
＊

地
域
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語

教
育
の
推
進
（後
掲
）＊

優
れ
た
才
能
・個
性
を
伸
ば
す
教
育
の
推
進

研
究
力
強
化
の
推
進

大
学
院
教
育
改
革
の
推
進

若
手
研
究
者
・科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

担
う
多
様
な
人
材
の
育
成
・活
躍
促
進

新
た
な
社
会
を
創
造
・牽
引
す
る
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
（起
業
家
精
神
等
）の
育
成

Ｉ
Ｔ
・デ
ー
タ
活
用
能
力
の
育
成

次
世
代
ア
ス
リ
ー
ト
を
発
掘
・育
成
す
る
戦

略
的
な
体
制
等
の
構
築

芸
術
家
等
の
養
成
、
文
化
芸
術
振
興
策
の
推

進

＊
は
複
数
項
目
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

3

我
が
国
の
多
様
な
成
長
分
野
の
発
展
を
担

う
専
門
人
材
の
育
成

（測定指標候補）
・英語力について、中学校卒業段階でＣＥＦＲのＡ１レベル相当
（英検３級等）以上、高等学校卒業段階でＣＥＦＲのＡ２レベル
相当（英検準２級等）以上を達成した中高生の割合を50％以
上にする
・英語による授業を実施している大学の数及び割合の増加
・日本人高校生の海外留学生数を６万人にする
・大学等の日本人海外留学生数12万人を引続き目指していくと
ともに、短期留学の成果を活かしたグローバルに活躍する人材
の育成についての新たな指標の設定を検討

・外国人留学生数30万人を引き続き目指していくとともに、外国人
留学生の日本国内での就職率を５割とする

（測定指標候補）
・理科や算数・数学が好きだと思う児童生徒の割合の増加
・修士課程修了者の博士課程への進学率の増加
・博士課程（後期）在籍者の２割程度が生活費相当額程度を

受給できることを目指す
（参考指標候補）
・児童生徒の情報活用能力
・大学発ベンチャーの設立数
・産学協働の実践教育ネットワークによる情報技術人材の

育成状況

（参考指標候補）
・我が国のトップアスリートがオリンピック・パラリンピック

において獲得する金メダルの数
・国際的に見た我が国のアスリートのドーピング防止規則

違反確定率
※上記のほか、文化審議会における文化芸術推進基本

計画策定に向けた審議状況を踏まえ設定

伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、

そ
れ
ら
を
育
ん
で
き
た
我

が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
と

と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、

国
際
社
会
の
平
和
と
発
展

に
寄
与
す
る
態
度
や
、
豊

か
な
語
学
力
・コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
主
体

性
・積
極
性
、
異
文
化
理

解
の
精
神
等
を
身
に
付
け

て
様
々
な
分
野
で
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
。

高
度
な
専
門
的
知
識
と
倫

理
観
を
基
礎
に
自
ら
考
え

行
動
し
、
新
た
な
知
を
創

り
出
し
、
そ
の
知
か
ら
新

た
な
価
値
を
生
み
出
す
創

造
性
を
有
し
て
、
既
存
の

様
々
な
枠
を
超
え
て
活
躍

で
き
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

牽
引
す
る
人
材
を
育
成
す

る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
等
で
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
次
世
代

ア
ス
リ
ー
ト
や
、
日
本
の

文
化
芸
術
の
永
続
的
な
継

承
・発
展
・発
信
に
向
け
、

文
化
芸
術
を
創
造
し
支
え

る
人
材
を
育
成
す
る
。
ま

た
、
我
が
国
の
多
様
な
成

長
分
野
の
発
展
を
担
う
専

門
人
材
を
育
成
す
る
。

※指標等については、現時点での候補であり、
引き続き精査・検討が必要。

伝
統
や
文
化
等
に
関
す
る
教
育
の
推
進
（一

部
再
掲
）＊

高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
実
践
的
な
職
業

教
育
の
推
進
（再
掲
）＊



３．生涯学び、活躍できる環境を整える

基本的な方針

生涯学び、活躍できる環境の整備

今後５年間の教育政策の目標

主な施策群

若
年
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

高
齢
者
等
の
生
涯
学
習
の
推
進

生
涯
を
通
じ
た
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

現
代
的
・社
会
的
な
課
題
に
対
応
し
た
学
習

等
の
推
進

生
涯
を
通
じ
た
学
習
の
成
果
の
適
切
な
評

価
・活
用
の
た
め
の
環
境
整
備

社
会
教
育
行
政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

社
会
に
お
け
る
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を

担
う
中
核
人
材
の
育
成

民
間
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
用
し
た
持
続

可
能
な
社
会
教
育
施
設
の
運
営

教
育
機
関
に
お
け
る
産
業
界
と
連
携
し
た
実

践
的
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
・実
施

働
き
な
が
ら
教
育
機
関
に
お
い
て
学
べ
る
学

習
環
境
の
整
備

経
済
的
な
支
援
の
実
施

労
働
者
の
学
び
に
関
す
る
企
業
側
の
理
解

促
進

学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
支

援 地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進
（一
部
再
掲
）

＊ 切
れ
目
な
い
支
援
体
制
構
築
に
向
け
た
特
別

支
援
教
育
の
充
実
（一
部
再
掲
）＊

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据

え
た
生
涯
学
習
の
推
進

4

大
学
等
に
お
け
る
学
生
支
援
の
充
実

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
、
障
害
者
の
文
化
芸
術
活

動
の
振
興

人
々
の
暮
ら
し
の
向
上
と
社

会
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の

学
び
の
推
進
＊

職
業
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ

ル
を
生
涯
を
通
じ
て
身
に
付

け
る
た
め
の
社
会
人
の
学
び

直
し
の
推
進

障
害
者
の
生
涯
学
習
の
推
進

＊
は
複
数
項
目
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

（測定指標候補）
・この1年間の生涯学習の実施状況において「生涯

学習をしたことがない」と回答する者の割合の減少
・生涯学習をしたことがあるとする者のうち、生涯学

習を通じて身に付けた知識・技能や経験を
①仕事や就職の上で生かしている者の割合の向上
②家庭・日常の生活に生かしている者の割合の向上
③地域や社会での活動に生かしている者の割合の向上

・成人のスポーツ実施率を平成33年度までに週１回
以上を65％程度、週３回以上を30％程度にする

・文化芸術の鑑賞活動をする者の割合、鑑賞以外の
文化芸術活動をする者の割合の改善

（測定指標候補）
・身に付けた知識・技能や経験を地域や

社会での活動に生かしている者の割合の
増加

・関係機関と共催事業を行った社会教育施設
数の割合の増加

・地域の様々な住民の社会教育への参画を
促すためのボランティア登録制度を設けて
いる社会教育施設の割合の増加

（測定指標候補）
・大学・専門学校等での社会人受講者数を

１００万人にする

（測定指標候補）
・障害者の生涯学習の推進状況を測定する

指標の設定及び調査の在り方を今後検討。
（本年秋頃までに設定）

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

の
強
化

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据

え
、
全
て
の
人
が
、
生
涯
を
通

じ
て
自
ら
の
人
生
を
設
計
し

活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
必
要
な
知
識
・技
能
の
習

得
、
知
的
・人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
や
健
康
の
保
持
・

増
進
に
資
す
る
生
涯
学
習
を

推
進
し
、「
学
び
」と「
活
動
」

の
循
環
を
形
成
す
る
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な

ど
の
環
境
変
化
に
対
応
し
、

人
々
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く

生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
に

参
加
し
、
地
域
社
会
の
活
力

が
維
持
・向
上
す
る
よ
う
、

人
々
の
暮
ら
し
の
向
上
と
社

会
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た

学
び
を
推
進
す
る
。

刻
々
と
変
化
す
る
社
会
に
対

応
し
、
職
業
に
関
し
て
必
要
な

知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
、

「
学
び
」と「
労
働
」の
循
環
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
社
会
人
が
大
学
等
で
学
べ

る
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
。

障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
や

障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行

等
も
踏
ま
え
、
障
害
者
が
、

学
校
卒
業
後
も
含
め
た
そ
の

一
生
を
通
じ
て
、
自
ら
の
可

能
性
を
追
求
し
つ
つ
、
地
域
の

一
員
と
し
て
豊
か
な
人
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

生
涯
を
通
じ
て
教
育
や
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
等
の
様
々
な

学
習
機
会
の
整
備
に
関
す
る

関
係
施
策
を
横
断
的
か
つ
総

合
的
に
推
進
す
る
。

※指標等については、現時点での候補であり、
引き続き精査・検討が必要。

高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
実
践
的
な
職
業

教
育
の
推
進
（再
掲
）＊



４．誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネットを構築する

基本的な方針

誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネットの構築

今後５年間の教育政策の目標

主な施策群

家
庭
の
経
済
状
況
や
地

理
的
条
件
へ
の
対
応

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
者

へ
の
教
育
機
会
の
提
供
＊

教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
、
教
育
費
負
担

の
軽
減
に
向
け
た
経
済
的
支
援

学
校
教
育
に
お
け
る
学
力
保
障
・進
路
支
援
、

福
祉
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化

地
域
の
教
育
資
源
の
活
用

へ
き
地
や
過
疎
地
域
等
の
児
童
生
徒
等
へ
の

就
学
支
援

子
供
の
食
事
・栄
養
状
態
の
確
保

特
別
支
援
教
育
の
推
進
＊

不
登
校
児
童
生
徒
の
教
育
機
会
の
確
保

海
外
で
学
ぶ
子
供
や
帰
国
児
童
生
徒
、
外
国

人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
推
進
＊

夜
間
中
学
の
設
置
・充
実

＊
は
複
数
項
目
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

高
校
中
退
者
等
に
対
す
る
支
援

地
域
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語

教
育
の
推
進
＊

5

伝
統
や
文
化
等
に
関
す
る
教
育
の
推
進
（再

掲
）＊

高
等
学
校
定
時
制
課
程
・通
信
制
課
程
の
質

の
確
保
・向
上

（測定指標候補）
・経済的な理由による大学等中退者・高校中退者の減少
・生活保護世帯に属する子供、ひとり親家庭の子供、児童養護施設の

子供の高等学校等進学率、大学等進学率の改善
・理想の子供数を持たない理由として「子育てや教育にお金がかかり

すぎる」と感じる者の割合の低下
（参考指標候補）
・大学進学率の地域間格差について、地理的状況、経済的状況、県内・

近隣圏域における就職可能性などの要素を総合的に分析して、地域
ごとの課題を把握し、対処していくためのフォローアップの手法を開発。

（測定指標候補）
・幼稚園、小・中・高等学校等における特別支援教育に関する個別の指導

計画・教育支援計画の作成率の向上
・小・中・高等学校等において通級による指導を受けている児童生徒数の増加
・合理的配慮の提供について個別の指導計画又は個別の教育支援計画に明
記することとしている幼稚園、小・中・高等学校等の割合の改善

・学校内外の機関等で相談・指導等を受けていない不登校児童生徒の割合
の改善

（参考指標候補）
・スクールカウンセラー（SC）・スクールソーシャルワーカー（SSW）の配置の割合
・各都道府県における夜間中学の設置状況

体
験
活
動
や
読
書
活
動
の
充
実
（再
掲
）＊

※指標等については、現時点での候補であり、
引き続き精査・検討が必要。

家
庭
の
経
済
状
況
や
地

理
的
条
件
に
よ
っ
て
、

子
供
が
進
学
等
を
断
念

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

家
庭
の
教
育
費
負
担
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

幼
児
期
や
小
学
校
低
学

年
の
時
期
か
ら
子
供
の

学
び
を
き
め
細
か
く
支

援
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
を
構
築
す
る
。

障
害
や
不
登
校
、
日
本

語
能
力
、
複
合
的
な
困

難
等
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
丁
寧
に
対
応
し
、
一

人
一
人
の
子
供
の
能

力
・可
能
性
を
最
大
限

に
伸
ば
す
教
育
を
実
現

す
る
。
併
せ
て
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
全
体
を
通
じ

て
、
多
様
な
背
景
を
持

つ
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
教
育
機
会
を
提
供

す
る
。

学
校
や
地
域
に
お
け
る
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
の

機
会
の
充
実
（再
掲
）＊

学
校
保
健
・学
校
給
食
、
食
育
の
充
実
等
（再

掲
）＊

子
供
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け

た
支
援
（再
掲
）＊



５．教育政策推進のための基盤を整備する

基本的な方針

教育政策推進のための基盤の整備

今後５年間の教育政策の目標

主な施策群

学
校
指
導
体
制
の
整
備

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
た
め
の

基
盤
の
整
備

安
全
・
安
心
で
質
の
高
い

教
育
研
究
環
境
の
整
備

教
職
員
指
導
体
制
・指
導
環
境
の
整
備

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
を
担
う
教
員
の

資
質
能
力
の
向
上

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
促
進

大
学
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
た
教

育
の
推
進

情
報
活
用
能
力
の
育
成

各
教
科
等
の
指
導
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
促
進

校
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
教
員
の
業
務
負

担
軽
減
及
び
教
育
の
質
の
向
上

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
生
涯
を
通
じ
た
学

習
の
推
進

安
全
・安
心
で
質
の
高
い
学
校
施
設
等
の

整
備
の
推
進
＊

学
校
に
お
け
る
教
材
等
の
教
育
環
境
の

充
実

私
立
学
校
の
教
育
研
究
基
盤
の
強
化

＊
は
複
数
項
目
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

6

人
々
の
暮
ら
し
の
向
上
と
社
会
の
持
続

的
発
展
の
た
め
の
学
び
の
推
進
（再
掲
）

＊

（測定指標候補）
・現職教員に占める当該学校種類に相当する専修免許状保持者の

割合の改善
・教職大学院の修了者数の増加
・特別免許状の授与件数（特に小中学校）の改善
・（独）教職員支援機構の実施する研修に対する有意義率の改善
・小中学校の教諭の１週間当たりの学内総勤務時間の短縮
・小中学校の教諭の１日当たりの事務時間（平均）の短縮
・教育委員会における所管する学校に対する業務改善方針・計画等の

策定状況の改善
・教員と事務職員等との役割分担に向け、事務職員の役割の見直し、

標準職務の明確化に取り組んでいる教育委員会の割合の改善
（参考指標候補）
・小中学校の教諭の１日当たりの授業準備にかける時間（平均）の

勤務時間に占める割合

（測定指標候補）
・教員のＩＣＴ活用能力の改善
・学習者用コンピュータを３クラスに１クラス分程度整備
・普通教室における無線ＬＡＮの１００％整備
・超高速インターネットの１００％整備
・ＩＣＴを活用した教育を実施する大学の割合の改善
（参考指標候補）
・児童生徒の情報活用能力
・児童生徒のＩＣＴ活用状況
・校務のＩＣＴ化による教員の業務負担軽減の効果

（測定指標候補）
・公立学校施設の長寿命化計画の策定率を100％にする
・緊急的に老朽化対策が必要な公立小中学校施設の未改

修面積の計画的な縮減
・教育研究活動に著しく支障がある国立大学等の老朽施

設の未改修面積の計画的な縮減
・国立大学等における耐用年数を大幅に超過したライフラ

インのうち配管配線の未改修量の計画的な縮減
・私立学校の耐震化等の推進（早期の耐震化、天井等落

下防止対策の完了）
・私立学校の寄附文化の醸成（税額控除等寄附金税制を

活用する私立学校の割合を向上）

※指標等については、現時点での候補であり、
引き続き精査・検討が必要。

教
員
の
養
成
、
採
用
、
研
修
の
充
実

や
、
魅
力
あ
る
優
れ
た
教
員
の
確
保
・

資
質
能
力
の
向
上
を
進
め
る
と
と
も

に
、
学
校
の
指
導
・事
務
体
制
の
効
果

的
な
強
化
・充
実
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
と

の
連
携
・分
担
体
制
構
築
等
を
通
じ

て
、
教
員
が
本
来
行
う
べ
き
教
育
に

関
す
る
業
務
に
集
中
で
き
る
持
続
可

能
な
学
校
指
導
体
制
を
整
備
す
る
。

教
育
内
容
・方
法
等
の
変
化
や
多
様

化
へ
の
対
応
な
ど
の
教
育
環
境
の
質

的
向
上
を
図
り
つ
つ
、
早
期
に
耐
震

化
を
完
了
し
、
長
寿
命
化
改
修
を

中
心
と
し
た
計
画
的
な
老
朽
化
対

策
を
進
め
る
。
ま
た
、
教
材
、
学
校

図
書
館
、
社
会
教
育
施
設
等
の
学

校
内
外
に
お
け
る
教
育
環
境
を
充

実
す
る
。
さ
ら
に
、
大
学
施
設
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
に

併
せ
、
次
代
を
担
う
人
材
育
成
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
た
め
の
教

育
研
究
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
多
様

な
人
材
育
成
や
特
色
あ
る
教
育
研

究
を
展
開
し
、
公
教
育
の
大
き
な

部
分
を
担
っ
て
い
る
私
立
学
校
の
重

要
性
に
鑑
み
、
そ
の
基
盤
と
し
て
の

教
育
研
究
環
境
の
整
備
を
推
進
す

る
。

初
等
中
等
教
育
段
階
に
つ
い
て
、
①

必
要
な
情
報
を
収
集
・判
断
・表
現
・

処
理
・創
造
し
、
受
け
手
の
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
て
発
信
・伝
達
で
き
る

能
力
（情
報
活
用
能
力
）の
育
成
、
②

主
体
的
・対
話
的
で
深
い
学
び
の
視

点
か
ら
の
授
業
改
善
に
向
け
た
各
教

科
等
の
指
導
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
促
進
、
③
校
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ

る
教
員
の
業
務
負
担
軽
減
及
び
教

育
の
質
の
向
上
、
④
そ
れ
ら
を
実
現

す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
学
校
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
促
進
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
私
立
学
校
に
つ
い
て
も
、
国
公

立
学
校
の
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
整
備
を
推
進
す
る
。

高
等
教
育
段
階
に
つ
い
て
、
教
育
の

質
向
上
の
観
点
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活

用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
生
涯
を
通
じ

た
学
習
機
会
の
提
供
を
推
進
す
る
。



５．教育政策推進のための基盤を整備する

基本的な方針

教育政策推進のための基盤の整備

今後５年間の教育政策の目標

主な施策群

持
続
的
な
高
等
教
育
シ

ス
テ
ム
の
構
築

児
童
生
徒
等
の
安
全
の

確
保

学
校
安
全
の
推
進

官
民
協
働
に
よ
る
日
本
型
教
育
の
海
外
展

開途
上
国
へ
の
教
育
協
力

海
外
で
学
ぶ
子
供
や
帰
国
児
童
生
徒
、
外
国

人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
推
進
（再
掲
）＊

＊
は
複
数
項
目
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

7

※

検
討
中

（測定指標等の候補）
・今後の検討を踏まえて指標等を設定

（測定指標候補）
・学校管理下における障害や重度の負傷を伴う事故等

の発生件数の改善
・学校管理下において死亡する児童生徒等の数を限り

なくゼロにする

（参考指標候補）
・海外に対する教育事業に参加した日本側の教職員・学生・児童・

生徒の数
・海外に対する教育事業に参加した相手国側の教職員・学生・児童・

生徒の数
・日本人学生（高校生及び大学生等）の海外留学者数
・外国人留学生数
・海外の大学との大学間交流協定に基づく単位互換を実施する大学

の数
・開設もしくは開設予定の国際連携教育課程（JD）数
・英語による授業を実施している大学の数及び割合
・大学における入学時期の弾力化状況（４月以外で入学した学生数）

英
語
を
は
じ
め
と
し
た
外
国
語
教
育
の
強
化

（再
掲
）＊

国
際
化
に
向
け
た
先
進
的
な
取
組
を
行
う

高
校
・高
専
・大
学
等
へ
の
支
援
（再
掲
）＊

日
本
人
生
徒
・学
生
の
海
外
留
学
支
援
（再

掲
）＊

外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
環
境
の
整
備
（再

掲
）＊

※指標等については、現時点での候補であり、
引き続き精査・検討が必要。

今
後
18
歳
人
口
の
大
幅

な
減
少
が
予
想
さ
れ
、

特
に
地
方
に
お
い
て
は

小
規
模
な
大
学
が
多
く

経
営
悪
化
が
懸
念
さ
れ

る
状
況
を
踏
ま
え
、
教

育
研
究
の
基
盤
強
化
に

向
け
た
高
等
教
育
の
シ

ス
テ
ム
改
革
に
よ
り
、

特
色
あ
る
「
足
腰
の
強

い
」大
学
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

学
校
管
理
下
に
お
け
る

障
害
や
重
度
の
負
傷
を

伴
う
事
故
を
可
能
な
限

り
減
少
さ
せ
る
と
と
も

に
、
死
亡
事
故
の
発
生

を
限
り
な
く
ゼ
ロ
と
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

海
外
展
開
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
の
形
成
や
、
国
内
の

教
育
環
境
・基
盤
の
整

備
、
諸
外
国
と
の
教
育

に
係
る
人
材
交
流
の
強

化
を
す
る
こ
と
で
、
日

本
型
教
育
の
海
外
展
開

と
我
が
国
の
教
育
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す

る
。

安
全
・安
心
で
質
の
高
い
学
校
施
設
等
の
整

備
の
推
進
（再
掲
）
＊

日
本
型
教
育
の
海
外
展
開

と
我
が
国
の
教
育
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化


